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撮影：山田努/２００９・９・１９

川とは？
ー変動型維持流量の意義ー

大熊 孝
新潟大学名誉教授

NPO法人新潟水辺の会・代表
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桜井信夫｢夏の簗場」
第12回（2000年）
「私の見た信濃川｣写真コンテストより

（撮影：片桐・1976年） （撮影：大熊・2007年）（長男・沢 当時５才）

簗は楽しい！！
子供は自然と裸になる！
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刑務所の監視塔？ 規模が大き過ぎ景観を壊している！

耐久性は？

人を寄せつけない！

すぐ脇に岩塚小学校が
あったが、子供達は川
で遊べなくなった。
（この小学校は統合で廃
校となり、中越地震前後
に解体された。）

信濃川左支川
渋海川頭首工

(2000年完成)

子供が近づけなくなった！

撮影：大熊



4

岩塚小学校校歌 （1957年）
金子 彦二郎 作詞
小林 誠治 作曲

１．東に清けき渋海の流れ
西にはそばたつ枡形城址

越路の平野を見晴らし立ちて
整い備わる学舎こそは
われらの岩塚よい小学校

２．青田をうるおす川瀬の水も
時にはあふれて里人たちの
たわまぬ力を鍛えてくれる
われらも進んで仕事にあたる
心とからだを作ろう共に

３．雪間を押しわけよろずの草に
さきがけまず咲く雪割草の
雄々しさけなげさかがみとなして
日本の平和と文化のために
元気で学ぼう朝ごと夜ごと

（大熊撮影）

既出
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吉野川の「川の学校」

１泊２日×１回＋２泊３日×４回＝１５日
２００１年から１１回×３０人＝３３０人卒業

撮影：藤田景子(川の学校１期生) 撮影：藤田景子

撮影：大熊
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撮影：藤田景子撮影：藤田景子

撮影：藤田景子

撮影：藤田景子
撮影：大熊

撮影：大熊
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国立妙高青少年自然の家企画･小学生の信濃川下り（14泊15日）

2010年7月28日 甲武信岳（2475ｍ）登山･千曲川源流探訪
撮影：大熊
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2010年8月2日 流量約95ｍ３／ｓでのラフティングと水遊び

写真提供：国立妙高青少年自然の家
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2010年8月7日 手製の筏で河口到着

撮影：大熊



1010

自然とふれあうこと、
川（水辺）とふれあうこと、
それは“からだ”を鍛え、“こころ”をつくる。

川（水辺）は人にとって、もっとも身近な自然である。

川（水辺）とふれあうことは、人間形成の原点である。

おおいに川と触れ合い、自然と付き合う技を磨こう。

自然の中での
“労働”と“遊び”は同等に価値がある。
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川とは？

地球における物質循環の重要な担い手である
とともに、人間にとって身近な自然で、恵みと災害
という矛盾の中に、ゆっくりと時間をかけて、人の
“からだ”と“こころ”をつくり、地域文化を育んでき
た存在である。

＜いままでの定義＞
河川とは、地表面に落下した雨や雪などの天水が集まり、
海や湖などに注ぐ流れの筋(水路)などと、その流水とを含
めた総称である。

この定義だと、水は1年たてば必ず循環するので、
川をコンクリートで護岸したり、ダムを造ることに良心の呵責を感じない。
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水俣川上流の状況と
山中に点在する祠

★祠の中には海の幸・サンゴ
とアワビが奉られている。

日本人は 『森は海の恋人』
を昔から知っていた。

撮影：大熊
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★近年、カナダのトム･ライムヘン教授
によって、森の豊かさは鮭などが運ん
だ海のミネラルによることが明らかにさ
れてきた。 →『海は森の恋人」



14

ダムとは？
川の物質循環を遮断するものであり、
川にとっては基本的に“敵対物”でしかない。

流木で覆われた
出し平ダム

(黒部川・関西電力）
１９９５年７月洪水

ダムを造る場合、
川にお願いして
造らせてもらう
必要があった！

ダムのない川は
レッドリストに載
せて保存すべき！

撮影：大熊
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信濃川流域面積 11900  km2

各ダムの流域面積
宮中ダム （JR東日本） 7841 km2

西大滝ダム（東京電力） 7020

小田切ダム （東京電力） 2787
笹平ダム （東京電力） 2760
水内ダム （東京電力） 2620
平ダム （東京電力） 2467
生坂ダム （東京電力） 2263
（犀川のダム群には魚道がない？）

宮中ダム
西大滝ダム

小田切ダム

笹平ダム

水内ダム

平ダム

生坂ダム

信濃川水系図
（信濃川・千曲川・犀川）

昔は河口から290ｋｍ上流の松本
まで数万匹の鮭が遡上した。

しかし、今は発電主体の
川になっている。

出典:「信濃の巨流 千曲川]」、p329に加筆



16昭和初期の信濃川中流部・十日町付近

昔の信濃川は豊かであった！！
５貫９００匁(約22ｋｇ）の鮭が獲れたことがある。(漁師・田中昭二氏の証言)
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信濃川･小千谷地点流況図（平成14年）

平成14年 49年間の平均
豊水流量：1年を通じて 95日はこれを下回らない流量 631 ｍ3 /s 578 ｍ3 /s
平水流量：1年を通じて185日はこれを下回らない流量 399                     387 
低水流量：1年を通じて275日はこれを下回らない流量 312                     297 
渇水流量：1年を通じて355日はこれを下回らない流量 230                     205 
平均流量： 518                     503 

年間流量
約163億ｍ３

平均流量
518.39ｍ3 /s

流域面積：9719ｋｍ２

川は流量変動が激しい！
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宮中ダム・ＪＲ東日本・1939年完成
信濃川沿いの飯山線（1929年全通）は電化されていない？

宮中ダムによる電力は東京の山手線を動している。

合計317ｍ3 /sの取水

減水区間では夏に水温が３０℃にも上

昇する。魚のいない川は川だろうか？

西大滝ダム・東電・1939年完成

撮影：大熊孝

図作成：香野哲大

２０１０年までの信濃川中流部の発電形態
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高い利用率

取水：317㎥/ｓ

維持流量：7㎥/ｓ放流

年間の利用率:約８０％

渇水年では信濃川の流水の
９０％を取水する。
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維持流量：
河川の主要地点において利水以外の河川の種々の機能保全、すなわち舟運、
漁業、景観、河口部の塩害防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下
水位の維持、動植物の保護、流水の清浄の保持のために、これらを総合的に勘
案して定められた流量。

正常流量
維持流量と流水の占用のために必要な流量（利水流量）の両方を満足する流量。

水力発電取水ダムからの維持流量ガイドライン（昭和63年通達）

発電取水口における流域面積100㎢当たり0.1～0.3㎥/s程度
発電水利権の期間更新時に変更

維持流量とは？
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河川法の変遷

一級河川：大臣管理
二級河川：知事管理

出典：監修建設省河川局 ：「新しい河川制度の構築平成９年河川法改正」

明治２９年の河川法で治水事業に国庫からの支出が可能となった。
昭和39年の河川法改正で水管理の中央集権化が確立された。
平成9年の河川法改正で河川環境への配慮が謳われた。

◎
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信濃川中流域水環境改善検討協議会

・平成11年発足
～

・平成21年3月23日 第19回協議会開催
西大滝ダムからの維持流量を0.26 ｍ3 /sから少なくとも

20 ｍ3 /s（比流量約0.285ｍ3 /s）に、
宮中ダムにおける維持流量を7ｍ3 /sから少なくとも

40ｍ3 /s（比流量約0.51ｍ3 /s）に、
増やす方針を確認。

一定流量20 ｍ3 /s ，40ｍ3 /sの維持流量で、
どの程度鮭がのぼるようになるかどうかはまだ未知数。

平成9年の河川法改正後の動向のひとつ
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鮭の稚魚の ｢市民環境放流｣
２００７年３月（5万5千尾）
２００８年３月（13万尾）
２００９年３月（20万尾）
２０１０年３月（30万尾）
２０１１年３月（30万尾）
２０１２年３月（30万尾）
主催：NPO法人・新潟水辺の会

NPO法人・長野県水辺環境保全研究会
信濃川を蘇らせる会

支援：地球環境基金／三井物産環境基金

維持流量改善の見通しの中での新潟水辺の会の信濃川での活動
美しい豊かな信濃川は取りもどせるか？

せめて、鮭の遡上を長野まで復活させたい！

2011年秋には長野県まで35尾の鮭
が遡上した。これは戦後最高の数値。
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新潟日報：2009・2・13、1面トップ新潟日報：2009・3・11、１面

超過取水量： 3.42億ｍ３／10年≒1.08ｍ3 /s
不足維持流量：38万ｍ３／10年≒0.0012ｍ3 /s
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西大滝ダム（東京電力）の魚道と
そこを遡上するサケ

監視カメラでとらえた映像
（２００９・９・２５・１０：２６）
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簗を経営する中山泉さん
提供：朝日新聞

（体長６５ｃｍ、重量１．６ｋｇ、メス）

２０１０・１０・２０，５：２０
千曲川・上田市に鮭遡上
（信濃川河口から２５３ｋｍ）
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2011-宮中取水ダム魚道-鮭の遡上比較表
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2010年146尾 100 m3/s
2009年160尾 全量放流
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宮中ダムでの５年間の試験放流（２０１０年～２０１４年）

＊本格的な変動型維持流量は宮中ダムが日本最初と言っていい。

日本最初の変動型維持流量
・２００２年 神通川・宮川水系小鳥川支川月ヶ瀬谷の取水堰堤（関西電力）
（期間６月1日～９月３０日、 放流量＝流入量×０．５２８＋０．０２７３ m３／ｓ）
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下小鳥発電所
日本最初の変動型維持流量
２００２年
神通川・宮川水系小鳥川支川
月ヶ瀬谷の取水堰堤（関西電力）

期間６月1日～９月３０日、
放流量＝流入量×０．５２８＋０．０２７３ m３／ｓ

月ヶ瀬谷取水堰堤
最大取水量 ０.６３ m３／ｓ
流域面積 ３．７ｋｍ２

使用水量 ６５m３／ｓ
最大出力 １４２０００ｋｗ
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ダムは変動する流量を一定化する装置。

←信濃川中流部ＪＲ宮中ダムの
２００９年以前の放流の仕方

←信濃川中流部ＪＲ宮中ダムの
流入量に対して一定率で取水・放流する場合

今後、ダムからの維持流量は

自然流況に近い変動型
にすべきである。

変動型維持流量にしたらどうなるか？
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（作成：香野哲大）

自然流況 （変動） 型維持流量による放流・取水方法

７ｍ3 /s ７ｍ3 /s＋３１７ｍ3 /s



33三面川右支川高根川・高根川大橋地点
２０１２・６・１３大熊撮影

三面川左支川門前川・坪根橋地点
２０１２・６・１３大熊撮影

川の岸辺の状況

変動型維持流量をどんな基準で決めればいいのか？？
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変動型維持流量の長所

・岸辺が濡れたり乾いたりして、岸辺の生態系を維持する。
・岸辺に堆積している砂が、流量の増減で動き、流水の中の
砂分を維持し、水中の石をブラッシングする。
・流量の変動によって、鮭などの遡上・降下を促す。
・？？

鮎の食み跡

石がブラッシングされ、古い苔がはげ、
新しい苔が生えることが大切。

川の生態系は流水による撹乱を前提としている。

撮影：井上信夫

変動型維持流量のあり方の基準？

魚野川なみの鮭・鮎などの遡上を期待するとして、
信濃川にも魚野川なみの流況を望みたい！
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信濃川にも魚野川並みの鮭の遡上を期待したい！
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従来型：５０ｍ3 /s一定放流 変動型：渇水流量５０ｍ3 /s対応

平均放流量：９０．６ｍ3 /s 平均放流量：１２０．５ｍ3 /s

魚野川の渇水流量（355日はこれをくだらない流量）:約５０ｍ3 /s
平均流量 ：約１６０ｍ3 /s

宮中ダム下流に魚野川なみの流況を期待する場合
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・

美しい水辺に
NPO新潟水辺の会

・

美しい水辺に
NPO新潟水辺の会

Thank you for listening and watching

ご意見・質問がある方は下記にメールをいただければ幸いです。

bigbear1@ymail.plala.or.jp
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鮭稚魚の発電機タービン
通過生存率実験Ⅰ
２００９・４・２９

加治川水系内の倉川赤谷発電所

補足
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放流前に稚魚の
尾数を数える

サケ稚魚の捕獲 回収した稚魚の
生存・死亡選別

損傷有 損傷無
930尾 444尾 192尾 61尾 191尾
％ 47.7% 43.2% 13.7% 43.1%

1,013尾 486尾 243尾 34尾 209尾
％ 48.0% 50.0% 7.0% 43.0%

1,000尾 476尾 252尾 42尾 182尾
％ 47.6% 53.0% 8.8% 38.2%
981尾 469尾 229尾 46尾 194尾

47.8% 48.8% 9.8% 41.3%

年度 投入尾数 捕獲尾数

2011年

3年平均

生存尾数
死亡尾数

2009年

2010年
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　　回数 　放流数 捕獲数 　　生存魚〈率〉 　　瀕死状態〈率〉 　死亡・損傷無〈率〉 　死亡・損傷有〈率〉
1 　100匹 　３８匹 　　　12〈31.6％〉 　　　10〈２６．３％〉 　　　１１〈２８．９％〉 　　　　５〈１３．２％〉
2 　100匹 　３７匹 　　　16〈４３．２％〉 　　　　７〈１８．９％〉 　　　１１〈２９．７％〉 　　　　３〈８．１％〉
3 　100匹 　３6匹 　　　17〈４７．２％〉 　　　　７〈１９．４％〉 　　　１0〈２７．８％〉 　　　　2〈５．６％〉
4 　300匹 　181匹 　　　93〈５１．４％〉 　　　　25〈１３．９％〉 　　　56〈３０．１％〉 　　　　７〈３．９％〉
5 　363匹 　194匹 　　105〈５４．１％〉 　　　　16〈７．７％〉 　　　56〈２８．９％〉 　　　　17〈８．８％〉

　　合計 　963匹 　486匹 　　243（５０％） 　　　　65（１３．４％） 　　１４４（２９．６％〉 　　　　３４（７．０％）
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獲稚魚✴１　（匹）

タービン不通過・水
路放流、網捕獲稚魚
✴２　（匹）

対照魚✴３　（匹）

✴１ 生存魚２４３匹中運搬などで死亡有、飼育開始時生存１１３匹中３０匹を水槽で飼育。
✴２ タービンを通過させず、発電放流口に５０匹を放流し、生存４５匹を運搬中に死亡あり、
飼育開始時点で１４匹を水槽に入れた。

✴３ 特に何もせずに、現地の発電用水の水に慣れさせた８０匹を持ち帰り、生存８０匹中
３０匹を水槽で飼育。

鮭稚魚の発電機タービン通過生存率実験Ⅰ
２０１０・４・１７ 加治川水系内の倉川赤谷発電所

実験後の
鮭稚魚生存状況


